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N d 2 8に発表以来,宮 内力先生により共感を得られ,先

4とにより新たに時間とエネルギーの関係式が決定され

新時空観の数学的験証が得られたこと, しかも,一 部

超常現象の解明を遂に成功されたことは,筆 者最大の

喜びである。とき恰も日本に於いて日本 PS学 会が発

足 し, ここに拙論発表の機会を与えられたことは感激

に耐えないところである。関先/1はじめ,関 係各位の

ご尽力に感Falする次第である。

●時空は現象の舞台ではない

我々は,視 覚により物を観測 し,同 時に,観 測者と

物の十明の空間を感覚的に把握 している。また,観 測者

自身が動くことによって,空 ‖弓の拡がりを確かめる。

或いは,音 の反響などによっても,そ れを経験 してい

る。そして,多 くの人々は,こ の体験に基づく時空が

その実体であり,す べてであると思い込んでいる。科

学的な器具を用いて観測する場合も, これと,大 同小

異な感覚である。この様な科学活の持つ時空概念を端

的に表現すれば,時 空という枠組の舞台で,純 々の物

州!現象が行われ, それを,IITl の々進歩 した手段で鶴測

し,科 学技術の発達 した現代では,時 空に存在する物

lll現象の殆んど全ては,見 落しなく観測 し尽 してしま

っているという確信に近いものを持 っていると云って

よい。従って,科 学的観測に従来かからず, また,現

代の科学では説明出来ぬ超常現象などある者がないと

いう確信に到達するのである。時空を現象の舞台とす

る見方は根強いものがあるが, この考え方は,す でに

今世紀のはじめ,ア インシュタインによってその根底

が脅かされている。即ち,ガ リレイやニュー トンによ

って確立された力学的世界観は,19世 紀末近 くまでは

不動のものと見られたが,そ の頃,マ ックスウェルに

よって確立された電磁気学によって斉らされた電磁波

は,光 線もその一つであることが明らかにされ,そ の

伝播の媒体としてのエーテルの存在が予想された。観

測者が,そ のエーテルの海を動きながら光線を観測す

るならば,観 測者とエーテルの相対速度によって,観

測する光線に影響が現れる筈であるという予想で,マ

イケルソンとモーレーの実験が行われた。それは1887

年のことである。結果は否定的であり, エーテルの影

響は,つ まりその存在は,全 く検出出来なかった。こ

(Sy■opsis)

The auther is convinced that he has arri‐

ved at a new point Of view concerning the

concept of tilne and space, being quite diffe‐

rent from that of Einstein. Under that point

of viewi he has found a clue to some degree

to the new physical meaning of the back‐ side

worid, which is perhaps concerned with so‐ca‐

1led spiritual worid The most remarkable fa‐

ct is ↓hat Lorent2 COntraction in the tspecial

theory of relativlty" is caused by the existen,

ce of the back‐side worid, for he has a ctue

to the mechanis■l of Lorentz contraction th‐

rough his Ⅲhypothesis of the complex electro‐

magnetic ttve space" which he atready repor‐

ted at the meeting of the lnstitute of Elec‐

trical Engineers of 」apan, in 1960

●1まじめに

人類が真FF探究への道として科学的方法に気付いて

より,末 だ,数 百年 しか経過していない。にも拘らず

殆んどの科学者は,そ の実利的成果に満足して,科 学

の殿堂が殆んど完成されたと思い込んでいる。たしか

に,科 学は原子力の火も灯すことが出来た。しか し,

未だ,自 然の真理を,本 当の意味では握んでいないの

である。その証拠は,い わゆる起常現象を全 く説明出

来ぬことである。そのため,多 くの科学者たちは,そ

の事実を直視 しようとする謙虚さをすら失 っている。

彼等が超常現象を認めぬ最大の原因は,未 だ,科 学が

正 しい時空概念,及 び,そ れに伴う物質観に到達 して

いないからであると思う。筆者は,こ の点に於いて新

しい境地に達 し得たと自信を持つものである。特殊相

対論に於ける被観測系の時間の遅れは,実 験的にlTし

いとされながら,そ の理由は永久に不間とまで云われ

ている。新 しい時空観に立てばその機序は自然と明ら

かになると共に,い わゆる霊界に対応すると思われる

第二世界の存在を証明 し,超 常現象の可能性をも包含

し得るのである。1960年に複素電磁法則を電気学会に

提噌以来,再 度にわたり,学 者の考え方をその進展に

応じ開陳 して来たが,特 に,1972年 「テレパシ
ー誌」
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の実験結果に対 して,鹿 々の考え方が試みられたが,

1905年になってアインシュタインが一つの解決法を見

出した。この意味を簡単に振り返 って見よう。従来の

常識的な時空観,つ まり,二 次元空間があって,そ こ

を,一 様な時|11が流れる様な,現 象の雑台としての時

空観を用いても,ニ ュー トンカ学の場合は何も不都合

はなか った。例えば,物 体の藩 ド現象を,地 上及び一

定速度の列車上から観測するとする。空気の影響はな

いと考えると,地 上の観測者には,勿 論,物 体の落下

現象にF=物 αの法則が成り立つ。但 し,物 は質量,

αは加速度, Fは 物体に作用する電力である。一方,

夕U卓上から,同 じ現象を観測すれば,列 車の対地速度

は一定であるから,加 速度には影響がなく, この式は

加速度に関係するから地上と全く同じ法則が成立する。

このことは,ニ ュー トンの法則は両観測系で成立し,

常識的な時空観で充分なわけである。ところが,電 磁

現象には, この時空観が役に立たぬことが判ったので

ある。例えば,静 止系の観測者に対 しクなる速度で荷

電体が走行するとすると,観 測者は走り去る荷電体の

まわりに磁場を観測する。もし,観 測者が同じ速度 υ

で追いかけながら荷電体を観測するならば,そ の磁場

は消えて観測出来ない。

また,そ のとき静止系に別の荷電体があるならば,

彼はそのまわりに磁場を観測する。磁場はどちらの系

からも,あ るように見えるのである。この様に,電 気

の法則とはある様に見える法則なのである。このこと

は, どちらの観測者にも電磁法則が成セするというこ

と,従 って, この法則から導かれる電磁波 (光線)の

速度 びはどちらの観測者にも同じびに見えることに結

びつくのである。光線を ,速度で追いかけても,光 線

の見かけの速度が び一クにならぬということは,常 識

的な時空座標軸では説り1出来ない。前lplのニュートン

の法則とは異なるところである。その解決策として,

両方の観測系に光速度 びになる様な解を求めて得られ

たのがローレンツ座標変換式である。

●時空は光線 そのものである

こつの観測系 (惰性系)S及 びS′で,双 方のア軸と

ア′軸が重なっており, ″軸の十方向にクの速度でS′

が運動 しているとする。また, ノ々面とプ
′メ面が重

なったとき′=′
′=0と すると, デ系から見て,

―

満

巾 ―

拷

口

となる。これをア
′
ノ
′Z′′′について解 くと,

とyか ら見た変換式が得られる。11)(1)′及び(2)(2)′を

比較すると,分 子の符号だけか異る。これは,速 度 ク

がS及 びS′系から見て方向か反対であるためであっ

て, どちらの系からも同じ様に見えることを意味する。

この点が,前 述の電磁現象に酷似 していることに注目

してはしい。更に, ここで注目しなければならぬのは

従来,絶 対不変と思われていた長さや時1判の進み方が

l d t 3 系で互に
v 甲

倍に見えることである。現象の

舞台である筈の時空が変動するということは重大なこ

とである。これは,時 間や長さも一般の現象と同じく

一つの自然現象であることを意味する。筆者は,こ こ

で,一 つの仮説を提起 したい。それは,時 空は光線自

体,つ まり,電 磁波動という自然現象そのものである

ということである。云いかえれば,光 線は,時 間空間

という枠組の舞台を進行 しているのではなくて,光 線

そのものが我々の体験する時間空間であると云うので

ある。視覚により物を観測 し,同 時に,物 までの間の

空間を感覚的に把握 しているが,こ の体験は,光 線と

いう電磁波動そのものなのである。空間が別にあるの

ではない。いま,手 を差 しのべて,そ の空間を確認 し

たとしても,そ れは,手 を構成する原子の外郭電子に

よる経験であって,眼 の網膜を構成する電子による経

験と本質的に同 じことである。またこれを,宇 侑で考

えてみよう。我々の身のまわりの空間は瞬間的に全部

見渡すことが出来るが,月 の表面の空間は決 tノて現在

という1瞬1古1兄てはいない。仮りに,月 に火山のrFl火か

あったとして,そ のⅢⅢを見たとしても,そ れは, 1秒

以 L経過 しなければ確認することは||1来ない。つまり

噴煙が漂う空1樹を体験するには時1判が必要であり,空

間は時間と共に,光 線と共にrFtれて来る現象なのであ

る。筆者は, この意味で空間を電磁波動々|1局と呼ぶこ

とにする。特殊相対論はその結論として,エ ーテルの

存在を無意味とし,真 空とは,光 線を光速 σで伝える

属t/Lを有するものとしていることを思い合わせても,

筆者の主張は不自然でないと思う。

●時間 も光線 に内在す る

以上の説明で,多 分,読 者は空間即光の電lla波動と

いう見方に,或 程度,同 意 されたと思う。しか し,時

間は光とは無関係にあるのではないかという疑念,或

いは,信 念を持たれていると思う。ところが,時 間も

また,光 線自体が運んで来るのである。そのことにつ

いて説明する。

空間が電磁波動そのものであり,rA L動的なものであ

るならば,我 々が物理現象を記述する空li局座標軸は当

然,再 検討されなくてはならぬだろう。いま, 一次元

で考える,従 来の考え方では,観 測拓は常に座牒tll全

体を見渡すことが出来て,時 間は,座 標軸 たのどこも

″―フ′げ…セに誇び
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第  1 田

一様に流れているとの考えが‖浄黙のうちに仮定されて

いた。従って,第 1図の如く,原 点は
一つの起点とし

て,ど こにでも決めることが||1来る。観測者は軸 Lに

居なくても,座 標軸外から客観視 している形で,原 点

は軸 にの適当な点にとれる。ところが,新 しい観点で

は,観 測者は常に原点に立つことが必要である。光線

を観測 してはじめて,空 間が認識されるからである。

量子論より発展 した観測理論からも,観 測ということ

が自然認識の出発点であり,す べてであって, 自然は

客観視することが困難であるという意味からも,観 測

者は原点以外に立つことが出来ぬのである。即ち,空

間の基準は観測者自身であり,そ こが原点である。そ

して,時 間的な基準は,観 all者の持つ現在という時点

である。この二つが,時 空座標軸を決める大切な出発

点である。原点に立った観測者は,現 在時点に於ける

座標軸 にの何を観測出来るだろうか。彼は何も観測す

ることは出来ない。現在時点の姿を観測可能なのは,

自分自身のみであって,見 えるものはすべて過去の姿

である。即ち,原 点より離れた所は,過 去の客 しか光

線によって見ることが出来ないのである。

←一一―一一――――一 光
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トル的な存ね:であるというのである。現象の観測と共

に流れ込むのである。読おの多くは,恐 らく, この考

えを 一笑に付したくなるとはう。ところが, このこと

は特殊相対論の結i論と決 して矛盾 しないと思うのであ

る。つまり,被 観測系との相対速度が光速に達すると

その系の時計の進み方が完全に1にって見えることは,

式(2)または12)′に ク=Cと お″ナば, ′=0と なること

で示されるが, このことは,あ る時点が光速度で進む

ということを意味 している。これは,Fに , L述の時

点の流れのことを示すもので,う↓代物FII学の時‖村観の

基準である特殊相対論に,既 に,そ の時間の持つ
一面

が示されているので,決 して,荒 唐無けいな見方では

ないと信ずるのである。更に,量 子論に於いても,光

量子の性質を しらべると,光 量子の hel i c i t yを+1に

とったとき運動方向成分の
一つと,時 間成分は常に平

行及至同一座標軸の方向を向いて現われ出て来る関係

からも,上 述の見方がlLしいことを哀書きしていると

云ってもよい。しか し,上 述の時間の性質は, 光速と

いう極限の場合の一致を指摘 したまでのことだけであ

って,光 速以下に於ける相対論の時間の遅れという現

象については,後 述させて載きたいとはう。

●新座標軸 と電磁方程式

その前に,光 線の法抑Jを表わす方程式,マ ンクスウ

ェルの電磁方程式について新たに検対を加える必要の

あることを述べたいと思う。

この方程式は,川 角|の如く次の様に共わされる。ガ

ウスlll  lセ系を川いれば,

( ~ ガ |

( コ    汎 2 1 判

( メ)

( を)

第 2図に示すように,烈 F ) 点を発する光線は,十秒

後にθに達 し観測1可他になるのである。従って,観 測

キSの うこT E時点を以て圧標軸を詩くと,そ のままでは

P点 を表わすことが出来ず,強 いて表わすにはP点 を

手 秒木米点と
してのみ衣わすことが| | 1来るのである。

それは過去点ではない。θに関 し, Pと 反対の点 P′

に関しては,こ の光線に関して過去点 (十 ) に な

る。この点は,  P点を発 した光線に関 して想像により

存在するのであって,観 測は不可能である。反射光で

観測するとしても,そ れは,光 線の方向が反転 してい

るし,観 測するときは別の光量子であって,再び, P′

点はこの新 しい光線に関して未来点となり,座 標軸は

新しく設定 しなければならない。

いま,第 2図についてみると,  P点を| | 1発した光線

督乳 持ちよ法号ご鷲岳ず啓岳ミ覇 霧是モi:そ品ど督啓雪を

て,観 測者の現在時点になったと見ることは| | 1来ぬか。

時の流れとは,兜 T f時点の連続である。太来とか過去

は人| I Jの想像の離物である。その現在時点の流れは,

未来時点の世界から光線と共に空1問を流れて来るベク
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十la
と極めて簡単で,右 ネツたネジ則とネジ法則上対称的

な形式をとる。この式より容易に電磁波動方程式

静
= メ ▽2 ご

群 兵
メ▽2 どH 働

が得られる。この式は,ユ
ークリンド々 |1村,つ まり従

来の常識的役間に洋かれたものなので, これを,新 し

い電磁空間の座棟軸に書き改めなければならない。こ

の新しい座標軸は,原 点の現在時点がな準であり,原

点より′だけ難れた場所は■ 秒だけ未
来または過去

‖,ギRを表わすので, イリ Z各 軸Ⅲに人々光汐Iを考え,そ

の光源方向を末来{十)にとりlk対恨1を()に とれば,電磁



法則は次の様に表わされる。

′= c rで あるから, ( 4 )式は,

字 =胡〃 nvど=o
∂″

∂′
= ~ f °t ご  d i v ″= 0

波動方程式は,

彬=▽2E粋 =▽2〃

―

―

各時点が長さに沿って分布するので,式 に時間が入

らなくて,現 象を表わすことが出来るのである。いま

どなり″の回転について見ると,そ の回転閉曲線に沿

って各時点の分布があり,時 間の空間的回転という新

しい見方が出てくることに注意 に′てほしい。

●時空 と物質

我々が,光 線または空間を認識するのは,(5)または

{7)式の奥にあるネジ法則に我々の相膜を構成する電子

のもつネジ法則が感応することである。(5)(■式には,

ネジ法則は表面上表われていないが,ど と〃は(4)また

は16)式でネジ法則で結ばれているからである。それは

電子と電磁波は親子関係にあることに起因すると思う。

電磁波の一種である/線 が原子核の近傍を通ると,陰

陽両電子対の創生が起こるが, この事実より両者は親

子関係にあると云ってよいと思う。この現象は,恐 ら

く,交 流的な波動エネルギーが,局 所的な直流的渦エ

ネルギーに変形 したものであろう。東大の飯田修一教

授は,電 子のリアルな構造モデルとして,微 小円電流

模型ASPECを 提唱 しておられる。従来,電 流は,電

子の流れと云われているが,電 子そのものも,ま た,

電子それ以前の根元にある電流の本7fに関連する何も

のかの渦巻という説である。(円電流の直径は 77×

10-13m,電 流値は10A mp)そ の根元なるものは,恐

らく,電 磁法則のパターンに類したネジ法則と関連す

るものと思う。この考え方を押 し進めれば,時 空も物

質も区別がな く本質は同じことになる。物体が移動す

るということは,恰 も,水 面の渦が移動する如く,実

体が動 くのでなくて, エネルギーの集中した状態が移

動するということである。はじめに,時 空は現象の舞

台でないと云ったが,時 空と物質は本質的に区別の出

来ない存在という意味であるも この様な考え方を進展

するためには,古 典的な電磁法則では力不足なこと|ま

明らかである。そこには,未 だ大きな見落しがあると

思うのである。

●複素電磁方程式の提唱

電磁法Rl14)または(6)は前述の如 くネジ法則に関 して

対称性を持 っている。しか し,完 全に対称的ではない。

サZく

第 3 図

それは,電 気と磁気が物理的に完全な対称性を持たぬ

からである。従って,電 磁波動空間には歪みが内在す

ると云ってよい。自然は本来対称的であると思うので

この式の対称性の回復を試みようと思う。筆者は電磁

場の真の姿を複素的な存在と見る。その仮定によって

この法則の対称性は回復 されるのである。ガウス数平

面を二次元空間に拡張してア,ノ,Z各 軸に虚数軸 す″,

'ノ,'ぞ 軸を考えれば, それ等は夫々ア,ノ,″軸に直

角であるから,第 3図 の様に便宜的に書き表わすと,

実軸″ノ″系が右手系ならば,虚 軸 すF'ノ す″系は左

手系になる。この複素空間で複素ベク トルの回転を考

えると,そ の実数部が右まわりならば,虚 数部は必ず

左まわりになり,実 数部と虚数部は互に鏡像関係にあ

る。従って,電 磁法則が複素的であるならば,そ れは

ネジ法則としてすべて対称1/Fをそなえており,法 則の

対称性が回復されることになる。筆者は,い ま,天 下

り的に電磁場の複素性を提唱 したが,従 来の電磁法則

にその必然性が既にかくされていることを説明しよう。

波動方程式(5)をしらべると,進 行方向に垂直な面でど

と″が振動する横波であって,進 行方向のそれは変化

がないことが分る。ところが, どと″はもともとネジ

法則で絡む姿であるから,例 えば,電 場または磁場の

横振動が起るためには,そ の振動方向に垂直な面 (進

行方向を含む面)に 磁場または電場の回転がある筈で

ある。ところが, 古典的なこの式では単なる電場と磁

場の横振動となっている。筆者はここに複素的な電場

及び磁場の回転が港在しており,そ の実数成分が横波

の振動として現われているのだと思うのである。我々

は,光 線を観測するとき, どと〃の振動する面で捉え

その進行方向,ポ インティングのベク トルの方向の現

象は捉えることが出来ないのである。その現象は,我

々の世界からは虚数的なものなのである。

いま複素的な電磁法則を式として表わすと,

4=嗣 nv
∂′

空 =d t t vヵ=0
∂′

と=ど+どど′

″=戸 十″〃
′

但 し,

十す′
″



で,  この位数部の法抑Jは,現 実の電磁法則の鏡うつ し

の逆の法娯」であるから逆電磁法則Jとも呼んでよい。ま

たこの新法則より波助方程式は,

彬=▽2と学t▽
2汚慟

となって,  これも文と虚の二冊類の光線が存在するこ

とになる。

●虚の逆電磁 波動空間存在の根拠

役門〕は上述の如 く,光 線それに1身なのであるから,

この逆電磁法則の新 しい渡動に対 しても,新 しい別の

第二律|1増が存在する可能性が|||てくる。しか し,科 学

的な観測ではこの様な現象は認められぬことから,そ

の様な,虚 数の法則を考えても無意味だという論が当

然あると思う。ところが,こ の第二世界の存在の証拠

が既に科学的観測にかかっているのである。それは,

70年も前に科学者の眼前に現われ,一 般人の興味まで

も奪 った運動系に於ける時間の進み方の遅れという特

殊相対論の結論であり,サ イクロトロンや宇高線の観

測でも充分に確かめられた事実である。そのメカニズ

ムが時空即複素電磁波動論によって説明出来るのであ

る。

高1述の様に, 光線と共に時1判が流れるとすると,果

して,時 得」は光線と共に直線的に流れるのであろうか。

30カ km n

/ ハ ＼、

!

→ → → ‐サ ‐ →

光線は,確 かにri材を的に進むが,そ の基本である電磁

方程式は,何 度も云う如くネツ法則の絡み合いであっ

て高線的なものでない。従って,流 れ込む時間も恐ら

く,rr t t r r lでなく1呵転するT1/ね!である可他性があるこ

とは前にも 一サ触れたが, これは,見 方を変えれば,

時1判が丁度ツプの様に (時|1切廿す
′
として)流 れてくる

ことである。しかも,打iしい宅確法抑|は複素的である

から, それは複紫的であって,実 のツブと虚のツプの

時‖村が絡み合って流れてくると考えられる。その実と

虚の時間量子が光源から流れて来る様子を模41的であ

るが図示させて載きたいと思う。それが第 4図である。

|,の2は 実の時‖村最 rを, ドのクは虚の時間壺子を表

わし, との→は一街の実時附1量子を単位時間ベクトル

′として, ↑は虚のそれ ,rを表わしたものである。

光源とと観測者Sと の距離が30万kmのとき,そ のlla lに

ある実の時間量子と虚のそれの数が, それぞれ ″個づ

つあるとする。観測者の位置がスで,光 源ととの距雑

が不変の場合,つ まり,=0の とき,観 測者Sは 光源

とより流れてくる実の時間量子のみを積算体験 して時

間を物理的に体験する。この時間の流れを標準時間の

流れとすると,そ れは″′となり, これを Tで 表わす

と第 5図 でθムベクトルがこのTを 表わす。観測者が

時|1村の流れを観測するということは,観 次」者の眼の網

膜や観測器具を構成する電子と電磁波動との村1互作用
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によるものと思う。観測者Sが , 光源とに向って '速

度で進みながら時間を観測する場合はどうなるか。親

子関係にある光線と電子は,本 来, 司じネジ法則であ

るので,当 然,静 止の場合と黒り光線との間に特殊な

相互作用があると思う。筆者の推察では,光 線波動の

模型図第4図 に於いて,観 測者Sが 光源と(被観測系)

に対して移動するということは,移 動1判隔力βに於い

て,実 の電磁波動空|1増を移動するのでなくて実より虚

に港入してのみ移動 していると見るのである。そのと

き,観 測者は虚数時間量子 ″″を経験すると仮定する。

つまり,観 測者Sが 速度 υで 1秒間にスからβに達 し

たとすると,Sは ムβ間に合まれる″
′=″
十 個の実

数時間量子 ″′″は経験 しないで,そ れと同じ数の虚数

時間量子 ど″′′=す ″半
―′を経験すると見るのである。

それを第 5図 の0で で表わす。その場合,観 測者が経

験する実数時間はθOで ″′v年
三
専雰
=Tv年 三

亨軍
で

あって,被 観測系から流れて来る時間は,特 殊相対論

に於ける被観測系の時間の進み方の遅れと
一致する。

ク=ご になった場合は,実 数時間成分は消えて ,″ =

どTと なり,第 5図 のθSと なり, 虚数時間成分のみ

が残る。つまり,光 速 びで進めば,被 観測系の時FB5は

止まって見えるのである。光源に対 して反対方向に移

袷 批 鰈
麟

'厚 い 父

こ合うということは,現 実

に実の時1胡と直角の成分をもつ虚の時附1電子が存在す

るからである。ローレンツ変換の計算に於いて,フ1の

速度に フ2の速度が加わったとき,速度の加算式はク1 +

% の 単純和でなこ
端

と複雑財 となる。

1 十
一

び
2

ところが, これをυ!に対し。1, υ2に対 しω2な る複

素的な角速度相当量を導入することによって,速 度の

和をol十o2の 単純和に直して計算するローレンツ演

算 Fなが現代物理学で用いられているが, これを見て

も,速 度 クを得るということは単純な移動でなくて,

その本質に,複 素的な回転をともなうもの (筆者のい

う虚に潜入すること)で あることが推測され,筆 者の

見方は決 して現代物理学の方向と無縁のものとは思え

ないのである。

●質量は見掛け上の存在

ここで一す,質 最″の本質についてふれてみたい。

ニュー トンの第二法則はF=″ スであるが, Дは速

度の変化率であるから,上 述のローレンツ演算子法に

よれば,そ れは,角 速度のの変化率に関連する可能性

がある。質量″は人間が日常電力質量として体験 して

いるため,物 質が本来有 している実在である如く思い

込んでいるが,″ は慣性質量と称せられる如く,動 か

そうとするときの抵抗率で,角 速度のを変えようとす

るときの抵抗率に関連すると推測する。それは,物 質

のもつスピンの軸の向きを回転 しようとすることに対

する抵抗の現われではなかろうか。モーターが高速で

回転 しているとき,そ の軸の向きを変え_ようとすると

きに感ずる抵抗に似たものが慣性質量″の本質である

と思うのである。ところが,初 には初02=どの関係が

あり,他 方,光 駐■のエネルギーの粒には,

ご=カレ= 2π ″×
 2  7 t r  =方

のであるから,

″び
2=々りの関係が推測されるが, この式は,″ とい

う質量は本来のと関連 していること,つ まり,″ は,

という角運動量の軸をので回転するときに生ずる抵抗

率としての常数であることを示唆するものと思うので

ある。ディメンション式で〃は絶対的な基本量として

扱われているが, これは,本 来無いものか,或 いは,

他のものに置き換えらるべきものと思うのである。質

量の話は以上で終り,ま た,本 題に戻る。

●新時空概念 と可能性 への展望

特殊相対論に於いては,時 間の遅れと共に長さの短

縮が論ぜられているが, このことも逆電磁空間によっ

て説明出来る。つまり,移 動ということに,虚 の逆電

磁空間への港入をともなうこととなれば,実 の成分が

減ることは時間の場合と同じだからである。しか し,

長さが短くなるというよりも,実 の長さが虚によって

薄められるといった方がよいと思う。相対論の思考実

験では,棒 の長さが短 く兄えると云うが,放 式的表現

は等価的に短くなろうが物FP的意味としては実の存在

が淡 くなると云う方が1にしい表現と思う。

以上述べた新しい時空鶴は,特 殊れ!対論の見方とは

根本的に大きな距 りがある。相対論は観測系に流れる

時間というものを残 している。新しい考え方では,時

間の流れは対象を観測 したとき,初 めて,対 象から流

れて来るは っきりした物理現象なのである。観測がな

ければ,時 間の流れは物理的に存在しない。従って,

ミンコフスキーの世界 も相対論と同様,共 に根本に於

いて異質であり,時 空の本質に一歩路み込みが足りな

いと思うのである。

また,新 しい時空観では,飛 行物体が光速度を超え

ることは禁止されず,光 速を超えれば完全に虚に入 っ

てしまい,実 の時間を要せずに他の天体へ飛行するこ

とが可能になると思う。また,電 力についても,こ の

現象は物質を貫く性質があるので電磁法則で導 くこと

は困難と思われて来たが,複 素電磁法則ならば,そ の

瞬間的 (実の時間を要せずに)物 質質通性より,新 た

な「可能性が生まれるとはう。こ力には瞬達性がなけれ

ば宇衛は保たれぬと思うからである。

lplえば,銀 河系年十liは‖1体lo万光年といわれている

が,電 力でじ|き合うのに10万年もかかっては,各 天体

ソフ



はバラバラになって しまうだろう。字簡は電力の瞬達

4/tで常に引き合 ってバランスしていると思うのである。

次に,超 常FRl象とこの新 しい時空観との関連を述べ

てみよう。複素電磁法AUによって表わされる第二の世

界が,現 実の時空と総ての場所に於いて交叉して微細

網目状に存Ttしているとはわれるが,我 々の感覚を構

成する電子は通常この世界を検出古1来ない。ガンマ
ー

線によって起る陰陽ばj電子対の倉」r上現象に於いて,筆

者は,実 際には逆電磁波動空間に於いても別に 2個 の

粒子,合 計 4個 の粒子が制生されるのではないかと推

測する。つまり逆ネジ法則に合った虚の電子対 (負の

エネルギー)が 別に創生されると見るのである。我等

がそれを検出出来ぬのは,そ れ等の粒子のネジ法則が

通常の電子のそれと合致せぬためと思う。字宙創生に

於いて,二 つの空間と二つの物質界が生まれたと思う

のである。この新 しい第二世界がいわゆる霊界であろ

う。霊魂がこの逆ネジ法則を持つ存在とすれば,テ レ

パシーはその逆電磁法則による波動の可能性があり,

現実の物質や距離でさえぎられない性質も考えられる。

更に,輪 廻とか霊魂不滅の問題も同様,科 学的に考え

得る道が開かれると思うのである。

●宮内理論 の発展 と超常現象の解 明

以 上の時々に対する考え方は,大 体に於いて,1972

年 「テレパシー誌」m28に 発表 したものと,長 さの短

縮に対する考え方を除いて,ほ ぼ同じ考え方であるが

同誌に発表以来,多 くの人々と論を交えることによっ

て, この考え方のFし いことに自信を深めることが出

来た。特に,官 内力先イltと知選を得てから,先 4七が哲

学的数学的な蕉蓄を傾けられ,新 しいPll論的進展を得

られたことは竿打のキびに耐えないところである。い

ま,先 生のお許 しを得て,そ の成果の
一端を紹介させ

て載こうと思う。筆者は浅学にして, とても,そ の全

容を味うことは出来ず,直 感的にかいま見得た姿を し

かお伝え出来ぬことをお許し願いたい。

時間の本質が,現 象と共に観測者に流れ込む存TEで

あるということは,エ ネルギ
ーと似た一lFBを持つこと

になる。1968年ソ連の天体物理学者ヨズイレフが時間

=エ ネルギー説を出した。彼によると,時 間は現象の

世界の各部に於いて濃淡がある。例えば,あ る原因が

あってある結果を得る場合,原 因
を加える側に於いて

時間が淡く,受 ける側に於いて農いという性質を非対

称振子によって演J定したと称する。この説は興味はひ

くが,物 理的意味が不明確なので世界的に認められて

いないのが現状である。エネルギーと時|1村のディメン

ションの関係について彼は何も触れていない。一方,

山本洋一i学 博士は,夙 に,宇 宙森羅占家の根元をプ

ランクの定数力にありと提唱 しておられる。んのディ

ゴ2

メンションは作用のそれで, エネルギ
ー×時間,つ ま

り,(〃 と
2Tl〕
でぁる。これは角運動量のディメン

ションでもある。光の波動現象が,一 面に於いてエネ

ルギーとしての顔を現わし,他 面に於いて時附lの性質

を現わすとすれば,そ れは, んを媒介としているので

はなかろうか。つまり, 岩 = 〔T 〕として時間のデ

ィメンションが表われて来るのではないかと,或 いは

従来,ポ テンシ十ルエネルギ
ーとして片付けられてい

たものは,時 1綱として現象が現われた客に関係がある

のではないか。等々,考 え方が段々と煮つめられて来

たのは1973年の後半であった。
・この考え方を展開する

には,実 在に対する基本的な態度をはっきりする必要

がある。前に引例した様な,走 行電子のまわりに生ず

る磁場の如く,実 在は,す べてあって無きが如きもの

である。現代物理学の結論も,学 者によって多少は異

るが,筆 者の記憶によれば,南 部陽
一郎教授は,実 在

を追究すればするほど,そ れは,雨 後の虹の如くつか

み所のないものであるという感触に到達すると書いて

おられた。その東奥にひそむ原因は何であろうか。
一

切が無であるからか,或 いは,空 であるからか,東 洋

的な霊性の悟りは一挙にこの境地に達 し得ようが,現

代人にとっては科学的にこれを明らかにせねばならぬ。

無が 0に 対応するならば,空 とは何だろう。それは 1

ではなかろうか。然り/ 1は すべての母である。な

ぜならば, 1 = 号 = チ = 手 = …… となって, 1

は無限の母なのである。実T tは空虚ではあるが,な お

現実に存在する秘密はここにあるのではなかろうか。

ガウス数N 4 /面に於いて,実 数 1を通 り,原 点を中心に

した円を船いてみよう。第一象限にある1 l J上の点と原

点を結ぶ複素ベク トルを考える。それをZベ クトルと

る二たレ誉狩3な どどl i「4夕
演考岩法り法桶を是み

式とも当然 一致する。実在が幻の如き客であるという

ことは,す べての実在めヽ, こ の Z と 歩
の様に共樋の

存在と対応してあるからではなかろうか。時1町も,長

さも,プ ランクの常数も,す べてこの様に存在すると

見るのである。ただ し,  I Zは 1でなければ,この関

係は保たれぬが,  たをはじめ,  自然はすべてツブで出

来ているので,す べて準位として ( 1と して)存 在し

ているのではないか。/ イヽゼンベルグのマ トリックス

も1で構成されているが,  このことと符合するのかも

知れない。光量 子はんッの エネルギーのツプから成っ

ている。光電子の本質は,  たという角運動量を持 った

何ものかが ノ回回転する姿かもk t tれぬ。人間は,光 電

子によリエネルギーを鶴測すると共に,回 転するたと

ヤ:語 と,断 脊 祐
瞥
誤
替&贔 署 撲 督
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ないか。この様な推定に立って,先 生はプランクの調

和振動子の式に眼を向けられたのである。この式は,

力学的振動系に於ける運動エネルギ
ーとポテンシアル

エネルギーの関係式であるが,ポ テンシアルエネルギ

ーと見られる部分に時間の本質が含まれているという

推測がiEしければ, この式を再検討することによって

エネルギーと時間の関係が明らかになるのではないか

というねらいからであった。

出発の基礎となった式は,

″=坊十午 ノである。
一方,'2=学,ァ2=c2r2,及び″σ2=方のの
関係より,

と求められたが, rと 6 の々間の全交換過程は,は じ

めの予想と違って, 立
とを媒介として行われているこ

とが明らかになった。そして,こ のマトリンクスの正

しさを量子論の基本手法を以って確かめられた。更に

かた。力を計算してサ'協になることを確かめられ
同時に,こ の式に光速不変の条件を入れても,量 子論

の関係式●=●々十を入れても共に,″02=の々が得
られることを証明された。このことは,相 対論も不確

定性原理も共に時間エネルギー変換ハミル トン方程式

より出発したものであることを明らかにしたもので,

重要な意味を持つと思う。被観測系との相対速度が零

からりに増せば,観 測系に流れ込む時間は ″r減少し

たところの虚に潜入して移動する云々……ということ

は,力 とキ
の復素回転によって,エ ネルギ

ーと時間

が交換されることを意味し,そ の変化構造を明らかに

されたのである。相対論に於けるマクロ的な現象も,

その微細過程はツプ状のミクロ的現象の総計なのであ

る。相対性及び不確定性の両原理は,ど ちらも同じ現

象を述べている法則であったと云える。先生は,更 に

この関係式と電磁ポテンシアルとの関係を調べられた

が,こ の式が力学的に出発したものであるにも拘らず

調和振動子の様な純力学的方程式の場合よりも,ず っ

と,ス ムースに電磁場に適合することを発見され,電

磁法則が力学的法則よりも,よ り根源的な理論である

こと,つ まり,電 磁的世界観が力学的それを優先する

ことを,改 めて,確 認された形となったのである。其

他,原 子の摂動論への応用など多くの研究を進められ

たが,最 近の最大の成果は,超 能力現象の説明に成功

されたことである。このことは,い ずれ先生が直接発

表されると思うが,清 田益章少年を中心にした念写の

研究,及 び太陽電池に於ける念電流の発現,中 就,逆

念電流現象とその局所支配の新事実の解明に挑まれた

もので,虚 の世界より,現 実の世界にエネルギ
ーが湧

き出るメカニズムを遂に明らかにされたものである。

超能力,或 いは,霊 魂不滅の問題は,科 学の進歩と共

に否定的方向に進んで来た観があるが, これは,科 学

そのものによって誤りを正さなければならぬ問題であ

る。人類は自らが生んだ科学で滅びるか,或 いは,新

しい科学によって更に高い叡智に進むかの岐路に立っ

ている。一人でも多くの科学者によって, この新しい

理論への理解が深められ,来 るべき新しい世紀への波

となって拡がることを願うのみである。
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